
AI画像検査を導入し、
製品の種類違いなどを自動で検出。
照明条件や学習方法を標準化し、

短期間で立ち上げ可能な仕組みを構築。

キーワードやカテゴリで過去トラブルの情報を
即検索できる仕組みを導入。

生産準備時には再発防止リストを自動生成し、
FMEAやQA-Nに活用。

CADデータを活用し、設備の機番検索で
位置を即表示できるソフトを開発。
(指定位置を矢印で示す)

教育負荷の軽減や作業効率化を実現している。

測定データを自動でデータベースに集約し、
画面上で即時に判定と傾向分析が可能な

仕組みを構築。人に依存しない
“スピーディで正確な判定”が可能に。

データ
ベース測定カメラ・レンズ ノートPC

PLC

撮影ボタン

AI画像検査の導入と標準化 測定データの可視化と自動判定

過去トラブル情報の検索と自動リスト化 ゲージ捜索時間の短縮
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